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台
風
１９
号

が
も
た
ら
し

た
広
範
囲
に

及
ぶ
被
害
の

大
き
さ
に
驚

い
て
い
る
。

過
去
最
大
級

の
勢
力
で
上
陸
、
命
を
守

る
行
動
を
と
聞
き
、
こ
れ

は
大
変
な
こ
と
に
な
る
と

覚
悟
し
た
の
が
１２
日
朝
。

夜
に
は
伊
豆
半
島
に
上
陸

・
縦
断
し
、
東
京
を
通
過

し
た
▼
都
内
で
は
確
か
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激

し
さ
だ
っ
た
が
、
伊
豆
や

湘
南
に
住
む
友
人
に
連
絡

を
取
る
と
、
風
雨
の
強
さ

に
は
驚
い
て
も
被
害
の
話

は
出
な
か
っ
た
。
緊
張
か

ら
解
放
さ
れ
寝
床
に
つ
い

た
が
、
翌
朝
か
ら
１９
号
の

本
当
の
猛
威
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
▼
最
大
の
被

災
地
は
福
島
だ
っ
た
。
死

者
は
３０
人
近
く
に
の
ぼ

り
、
栃
木
や
茨
城
の
ほ
か

長
野
や
宮
城
、
新
潟
な
ど

で
も
大
き
な
被
害
が
出

た
。
大
型
の
台
風
だ
と
報

道
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ

ま
で
と
は
考
え
も
し
な
か

っ
た
。
１
千
人
以
上
の
死

者
を
出
し
た
昭
和
３３
年
の

狩
野
川
台
風
の
再
来
、
関

東
中
心
に
記
録
的
大
雨
と

い
う
の
が
事
前
の
予
報
▼

上
陸
地
に
近
い
伊
豆
や
東

京
は
軽
微
で
、
北
上
と
と

も
に
被
害
は
拡
大
し
た
。

関
東
南
部
、
東
北
の
予
報

は
明
ら
か
に
外
れ
て
い

る
。
気
象
庁
を
責
め
る
つ

も
り
は
毛
頭
な
い
。
い
ま

だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

台
風
は
、
こ
れ
ま
で
の
予

報
の
経
験
則
も
通
用
し
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
は
１５
日

の
取
締
役
会
で
、
体
調
不
良

で
退
任
す
る
池
田
憲
一
社
長

に
代
わ
り
後
藤
佐
恵
子
常
務

取
締
役
が
社
長
に
就
任
し

た
。
池
田
前
社
長
は
特
別
顧

問
に
就
任
。
松
井
敬
常
務
取

締
役
が
代
表
取
締
役
副
社
長

事
業
本
部
長
に
就
任
し
た
。

０
４
・
８
％
、
冷
食
１
０
６

・
２
％
、
業
務
用
１
０
７
・

５
％
、
菓
子
１
３
１
・
１

％
。
夏
の
低
温
が
影
響
し
た

冷
菓
（
８５
・
６
％
）
を
除
き

軒
並
み
前
年
を
上
回
っ
た
。

石
橋
支
社
長
は
「
主
力
上

位
企
業
と
の
取
り
組
み
が
し

っ
か
り
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
。
酒
類
は
帳
合
の
獲

得
、
菓
子
は
企
画
や
販
促
な

ど
の
営
業
力
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
」
と
説
明
。
一
方
、

Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
売
上
高
は
９８
・
２

％
と
減
少
し
た
。
オ
ー
バ
ー

ス
ト
ア
や
人
手
不
足
の
問
題

な
ど
が
影
響
し
た
と
し
て
い

る
。

用
し
た
調
達
業
務
の
拡
大
に

注
力
し
て
お
り
、
現
在
利
用

す
る
企
業
は
メ
ー
カ
ー
、
同

業
卸
、
異
業
種
な
ど
１
０
０

社
を
超
え
る
。
日
配
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
扱
い
商
品
も
ド

ラ
イ
や
畜
肉
、
雑
貨
な
ど
へ

広
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
幹
線
便
の
売
上
高

は
１８
年
度
が
３
億
円
、
今
年

度
は
３
億
９
千
万
円
の
着
地

を
見
込
ん
で
お
り
、
２３
年
度

に
は
６
億
円
の
達
成
を
目
指

す
。竹

内
孝
久
社
長
は
物
流
事

業
に
つ
い
て
「
中
四
国
は
拠

点
が
あ
る
の
が
強
み
。
単
に

運
ぶ
の
で
は
な
く
、
ロ
ー
コ

ス
ト
で
付
加
価
値
の
あ
る
モ

ノ
の
流
し
方
を
考
え
、
そ
れ

を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考

え
を
示
し
て
い
る
。

中
国
支
社

上
期
売
上
げ
７
％
増

１６
日
、
広
島
市
の
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
開

い
た
「
中
国
旭
友
会
」
で
石

橋
支
社
長
は
上
期
（
４
～
９

月
）
の
概
況
を
報
告
し
た
。

中
国
支
社
の
売
上
高
は
前
年

比
１
０
６
・
９
％
の
２
２
７

億
８
千
万
円
で
着
地
。

主
な
部
門
別
の
伸
び
率
は

食
品
１
０
４
・
５
％
、
酒
類

１
１
２
・
９
％
、
チ
ル
ド
１

旭
食
品
は
中
国
地
区
に
お

い
て
、
物
流
業
務
に
よ
る
収

入
を
５
年
で
倍
増
さ
せ
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
都
市
部

に
比
べ
非
効
率
な
同
エ
リ
ア

の
配
送
効
率
を
高
め
る
狙
い

で
、
中
規
模
以
上
の
セ
ン
タ

ー
を
増
や
し
ト
ラ
ッ
ク
の
配

送
距
離
を
短
縮
、
ピ
ス
ト
ン

配
送
す
る
こ
と
で
ト
ラ
ッ
ク

総
台
数
の
削
減
を
図
っ
て
き

た
。

さ
ら
に
少
数
で
運
営
で
き

る
よ
う
セ
ン
タ
ー
機
能
を
整

備
し
、
人
手
不
足
の
改
善
に

も
取
り
組
ん
だ
。
中
国
支
社

の
石
橋
講
支
社
長
は
「
物
流

費
の
高
騰
と
人
手
不
足
の
中

で
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
末
端
ま
で
行
き
わ
た

る
配
送
能
力
が
維
持
さ
れ

た
。
今
後
、
ロ
ー
カ
ル
に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
最
適
な

配
送
能
力
を
備
え
た
と
こ
ろ

に
仕
事
が
集
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
」
と
説
明
す
る
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
間
の
幹

線
便
を
構
築
し
、
そ
れ
を
利

後藤新社長

ま
で
に
主
力
製
品
「
お
べ
ん

と
ク
ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
ミ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
バ
ー
グ
等

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｘ
製
に
切
り
替
え
る
計
画
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
同
社
売
上

げ
の
約
８
割
を
占
め
、
小
売

店
で
の
配
荷
率
も
高
い
製
品

群
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
に
切
り

替
え
が
実
現
す
る
と
、
同
シ

リ
ー
ズ
の
包
装
材
に
使
用
す

る
年
間
約
２
３
２
ｔ
の
石
油

由
来
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
大
幅

に
削
減
で
き
る
と
い
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
世
界
中
で

資
源
量
が
豊
富
な
石
灰
石
を

主
原
料
と
す
る
新
素
材
で
、

紙
代
替
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代

替
と
し
て
の
活
用
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
普
通
紙
１
ｔ
の

生
産
に
は
樹
木
約
２０
本
、
水

８５
ｔ
を
使
用
す
る
が
、
Ｌ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
原
料
に
木
や
水
を

使
わ
ず
、
石
灰
石
０
・
６
～

０
・
８
ｔ
と
ポ
リ
オ
フ
ィ
レ

ン
約
０
・
２
～
０
・
４
ｔ
か

ら
紙
代
替
の
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
シ

ー
ト
１
ｔ
が
生
産
可
能
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
で
は
、
従

来
の
プ
ラ
原
料
が
石
油
由
来

樹
脂
１
０
０
％
に
対
し
、
Ｌ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
石
灰
石
を
主
原

料
と
し
、
石
油
由
来
樹
脂
の

使
用
量
を
大
き
く
削
減
で
き

る
。Ｌ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
品
は
名
刺

や
外
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
表
、

リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
に
使
わ

れ
て
い
る
ほ

か
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
代
替

で
は
イ
ベ
ン

ト
時
の
食
品

容
器
（
皿
）

や
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
、
ボ

ー
ル
ペ
ン
等

で
利
用
さ
れ

て
い
る
。

Ｔ
Ｂ
Ｍ
社

は
日
本
発
の

ユ
ニ
コ
ー
ン

企
業
と
し
て
注
目
を
集
め
て

お
り
、
大
日
本
印
刷
や
凸
版

印
刷
、
伊
藤
忠
商
事
、
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
な
ど
企

業
か
ら
の
直
接
投
資
、
経
産

省
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
補
助
金
採

択
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
モ

ン
ゴ
ル
政
府
と
の
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

に
事
業
拡
大
を
進
め
て
い

る
。世

界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包

装
の
生
産
量
は
年
間
４
億
ｔ

超
。
こ
の
う
ち
食
品
用
途
を

含
む
包
装
容
器
は
全
体
の
約

３６
％
を
占
め
る
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
に
対
す
る
世
界
各

国
の
規
制
が
強
ま
る
中
で
、

食
品
包
装
分
野
に
お
け
る
環

境
負
荷
軽
減
は
大
き
な
テ
ー

マ
。
Ｔ
Ｂ
Ｍ
と
の
基
本
合
意

締
結
を
受
け
て
、
石
井
食
品

の
株
価
は
一
時
ス
ト
ッ
プ
高

と
な
っ
た
。

家
庭
用
冷
凍
パ
ス
タ
市
場
で

は
、
Ｎ
Ｂ
商
品
と
し
て
日
清
フ

ー
ズ
、
日
本
製
粉
、
日
清
食
品

冷
凍
が
「
大
盛
り
」
「
Ｂ
ｉ

ｇ
」
と
し
て
大
容
量
品
を
展
開

し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
日
本

製
粉
（
日
粉
）
の
「
オ
ー
マ
イ

Ｂ
ｉ
ｇ
」
シ
リ
ー
ズ
が
好
調
な

推
移
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
薄

利
で
あ
る
大
容
量
市
場
の
将
来

性
を
悲
観
す
る
見
方
も
あ
る
。

通
常
の
冷
凍
パ
ス
タ
が
３
０

０
�
未
満
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
大
容
量
は
お
お
む
ね
３
０

０
�
台
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け

て
の
容
量
だ
。
食
べ
盛
り
の
中

高
生
の
ス
ナ
ッ
ク
利
用
や
単
身

男
性
の
利
用
が
多
い
が
、
２
人

の
高
齢
者
が
１
品
を
分
け
合
う

シ
ー
ン
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。

Ｎ
Ｂ
で
は
特
に
日
粉
の
伸
び

が
目
立
つ
。
今
年
度
は
毎
月
の

よ
う
に
前
年
比
１
１
０
％
以
上

の
成
長
。
昨
秋
投
入
の
「
同
か

に
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
」
の
好
調

に
加
え
既
存
品
も
そ
れ
ぞ
れ
好

調
。
ト
レ
ー
入
り
と
し
て
差
別

化
し
、
消
費
者
の
利
便
性
を
図

っ
た
付
加
価
値
性
が
伸
長
の
要

因
と
み
る
向
き
が
多
い
。

た
だ
Ｐ
Ｂ
も
増
え
て
い
る
分

野
だ
。
Ｎ
Ｂ
よ
り
３０
～
４０
円
ほ

ど
安
く
「
こ
の
ま
ま
で
は
戦
え

な
い
」
と
の
声
も
あ
る
。
今
の

と
こ
ろ
日
粉
が
Ｐ
Ｂ
に
脅
か
さ

れ
る
気
配
は
な
い
が
「
１０
年
後

に
は
市
場
全
体
で
Ｎ
Ｂ
の
展
開

が
難
し
く
な
る
か
も
」
と
い
い

「
Ｐ
Ｂ
商
品
が
増
え
れ
ば
市
場

は
単
純
化
し
魅
力
が
落
ち
る
」

と
心
配
す
る
関
係
者
も
い
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
活
性
化
を
狙

っ
て
投
入
さ
れ
た
が
、
結
果
と

し
て
消
費
者
に
は
�
お
買
得

品
�
と
見
ら
れ
て
い
る
。
価
格

・
容
量
・
メ
ニ
ュ
ー
だ
け
で
買

わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
商
品
を

見
て
も
ブ
ラ
ン
ド
が
想
起
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
い
。
ブ
ラ
ン
ド

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
が
低
く
、
ブ

ラ
ン
ド
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

は
小
さ
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。

低
価
格
の
た
め
品
質
向
上
に

も
限
界
が
あ
り
「
�
冷
食
な
ん

て
こ
ん
な
も
の
�
と
言
わ
れ
る

と
冷
食
市
場
全
体
に
影
響
が
出

る
」
と
の
懸
念
も
聞
こ
え
る
。

物
流
費
・
原
材
料
費
の
継
続

的
な
上
昇
も
追
い
打
ち
を
か
け

る
。
「
た
だ
で
さ
え
薄
利
な
の

に
コ
ス
ト
上
昇
で
さ
ら
に
利
益

は
下
が
る
。
深
追
い
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
の
か
」
と
自
問
す

る
関
係
者
も
。
一
方
で
別
の
関

係
者
は
「
日
粉
の
伸
び
は
超
低

価
格
Ｐ
Ｂ
で
は
真
似
し
に
く
い

利
便
性
・
付
加
価
値
が
あ
れ
ば

購
入
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
」
と
評
価
。
「
価
格
・
容

量
以
外
で
消
費
者
メ
リ
ッ
ト
を

提
示
で
き
れ
ば
大
容
量
に
も
チ

ャ
ン
ス
は
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

競
争
に
転
じ
れ
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
活
性
化
す
る
の
で
は
」
と
い

う
。
価
格
戦
が
主
の
市
場
だ
が

「
非
価
格
競
争
の
メ
リ
ッ
ト
を

具
体
的
に
消
費
者
に
見
せ
ら
れ

れ
ば
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
期

待
し
て
い
る
。

一
般
流
通
す
る
食
品
の
包

装
容
器
で
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
の
利

用
を
打
ち
出
す
の
は
初
。
世

界
的
に
環
境
へ
の
意
識
が
高

ま
る
中
、
両
社
で
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｘ
製
の
食
品
包
装
用
途
の
技

術
開
発
を
進
め
、
脱
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
環
境
負
荷
低
減

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Ｔ
Ｂ
Ｍ
の
山
崎
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「
食
品
用
途
の
開
発
を
進
め

て
き
た
が
出
口
が
担
保
で
き

な
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

今
回
、
石
井
食
品
が
最
終
製

品
で
使
用
す
る
と
決
断
し
て

く
れ
た
。
０
が
１
に
な
る
こ

と
は
今
後
の
展
開
に
大
き
な

意
味
を
持
つ
」
と
語
っ
た
。

石
井
食
品
の
石
井
智
康
社

長
は
「
食
品
メ
ー
カ
ー
と
し

て
環
境
対
応
は
重
要
な
テ
ー

マ
で
、
Ｃ
Ｏ

２

削
減
や
容
器

の
軽
量
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包
装

な
ど
の
ゴ
ミ
削
減
は
大
き
な

課
題
だ
っ
た
。
両
社
で
Ｌ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
品
の
用
途
開
発
を

進
め
、
主
力
製
品
へ
の
展
開

を
実
現
し
た
い
。
技
術
や
コ

ス
ト
面
の
課
題
を
ク
リ
ア

し
、
将
来
的
に
は
食
品
業
界

全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
示
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
石
井
食
品
で
は
３
段
階

で
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
品
の
導
入

を
進
め
る
。
今
年
７
月
か
ら

名
刺
や
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー

ト
な
ど
、
紙
代
替
と
し
て
の

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
シ
ー
ト
の
活
用

を
開
始
。
第
２
段
階
で
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
重
詰
お
せ
ち

の
最
上
級
グ
レ
ー
ド
「
慶
春

譜
」
（
３
段
重
）
で
使
用
す

る
各
パ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
容
器

を
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
に
切
り
替

え
る
ほ
か
、
主
力
商
品
の

「
祝
春
華
」
「
豊
春
」
「
冷

凍
お
せ
ち
舞
」
も
で
き
る
限

り
の
対
応
を
進
め
る
。

３
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
２１
年

石
井
食
品
は
、
石
灰
石
由
来
の
新
素
材
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を
製
造
す
る
Ｔ
Ｂ
Ｍ
（
本
社
・
東
京
都
中
央

区
、
山
崎
敦
義
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
資
本
金
１
０
７
億
円
）
と
食
品
包
装
用
途
の
共
同
研
究
・
開

発
に
関
す
る
基
本
合
意
書
を
締
結
。
２１
年
ま
で
に
主
力
製
品
「
お
べ
ん
と
ク
ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
ミ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
バ
ー
グ
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
軟
包
材
）
へ
の
切
替
え
を
目
指
す
。

�ファーストペンギン�としての決意

を示す石井社長㊧と山崎ＣＥＯ

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
へ
の
切
り
替
え
を
目
指
す
製
品
群

石
橋
支
社
長

石 井 食 品

ＬＬ
ＩＩ
ＭＭ
ＥＥ
ＸＸ
製製
のの
食食
品品
包包
装装
採採
用用
へへ

Ｔ
Ｂ
Ｍ
と
共
同
開
発

プ
ラ
削
減
目
指
す

旭 食 品

中中
国国
地地
区区
のの
物物
流流
業業
務務
伸伸
長長

５
年
で
売
上
げ
倍
増
目
指
す

アミカテラ社に出資 非プラスチッ
ク製品を活用

ハウス食品グループ本社

ハ
ウ
ス
食

品
グ
ル
ー
プ

本

社

は

１８

日
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
フ
ァ

ン
ド
「
ハ
ウ

ス
食
品
グ
ル

ー
プ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ

ァ
ン
ド
」
を

通
じ
、
非
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
卸
売

・
製
造
販
売

を
行
う
「
ア
ミ
カ
テ
ラ
」

（
東
京
都
江
東
区
）
に
出
資

し
た
と
発
表
し
た
。
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
エ
コ

製
品
を
活
用
し
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
廃
棄
に
よ
る
海

洋
汚
染
問
題
改
善
へ
の

貢
献
を
目
指
す
。

ア
ミ
カ
テ
ラ
は
「
地

球
に
、
優
し
く
」
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
、
セ
ル
ロ

ー
ス
系
残
渣
や
間
伐
な

ど
で
廃
棄
さ
れ
て
し
ま

う
植
物
を
原
材
料
と
し

て
製
造
さ
れ
た
ス
ト
ロ

ー
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
エ
コ

製
品
の
卸
売
・
製
造
販
売
を

手
掛
け
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本

社
は
、
生
分
解
性
を
持
つ
ア

ミ
カ
テ
ラ
の
製
品
、
そ
の
製

造
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

廃
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
問
題

改
善
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
出
資

を
決
定
し
た
。

両
社
は
今
後
、
ハ
ウ
ス
食

品
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
お
け

る
ア
ミ
カ
テ
ラ
製
品
の
活
用

を
進
め
て
い
く
。
ハ
ウ
ス
食

品
グ
ル
ー
プ
の
工
場
で
出
た

残
渣
の
活
用
も
検
討
中
。
協

働
を
通
じ
持
続
可
能
な
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ア
ミ
カ
テ
ラ
製
品

●
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ

後
藤
常
務
が
社
長
就
任

非
価
格
競
争
に
期
待
の
声
も
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かんぴょう君

�������������������������
�������������������������家家庭庭用用冷冷凍凍パパススタタ

大大
容容
量量
でで

快快
走走
中中

新
社
長
の
後
藤
氏
は
７４
年

生
ま
れ
、
４４
歳
。
９７
年
４
月

味
の
素
入
社
。
０２
年
米
国
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
大

学
院
修
士
課
程
終
了
。
マ
ッ

キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン

パ
ニ
ー
・
イ
ン
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
を
経
て
、
０４
年
４
月
は
ご

ろ
も
フ
ー
ズ
入
社
、
６
月
取

締
役
生
産
本
部
長
補
佐
、
０７

年
サ
ー
ビ
ス
本
部
副
本
部

長
、
０８
年
全
員
経
営
推
進
室

長
、
１０
年
経
営
企
画
部
担

当
、
１２
年
常
務
取
締
役
サ
ー

ビ
ス
本
部
長
、
１９
年
経
営
企

画
本
部
長
。

「
市
場
環
境
に
好
転
の
兆
し
」

（
風
味
調
味
料
特
集

４
～
５
面
）

「
テ
ー
マ『
き
っ
と
み
つ
か
る
、あ
な
た
の
包
程
式
。』」

（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ

２
０
１
９
特
集

６
～
７
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容
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